
対象システム容量 10kW未満 10kW以上、50kW未満 50kW以上、2MW未満

補償期間 設置完了日より10年間 設置完了日より20年間 設置完了日より15年間

補償対象

・弊社が指定した部材で、弊社または弊社設計ソフトにて設計し、販売した、電力会社からの遠隔制御が可能な通信機器を有する出力制御システムを
完備した日本国内に設置された2MW未満の太陽光発電システム

・50kW未満のシステムについては、これに加え弊社のシステム保証書が発行されているシステム
※蓄電ハイブリッドシステムまたは蓄電池を用いたシステムは、本補償の対象外となります。

補償条件

免責時間（年間20時間）を超えた場合にのみ、出力制御によっ
て生じた売電収入の損失分を補償します。

補償額＝調達価格×｛出力制御時間×（稼働率－制御率）－免
責時間｝×パワーコンディショナの定格出力

弊社による太陽光発電システムシミュレーションにおける年間の総発電量の10%を
超えて生じた出力制御による売電収入の損失分を補償します。

補償額＝調達価格×｛出力制御時間×（稼働率－制御率）×パワーコンディショナの定
格出力－（弊社による太陽光発電システムシミュレーションにおける年間の総発電量
の10%）｝

補償を受ける際の必要事項

(1)  XSOL出力制御補償　補償金算定依頼書
(2)  電力会社が発行する出力制御が行われたことを証明する書面（※1）または弊社が求める証拠書類等
(3)  弊社が発行する「XSOL出力制御補償書」
(4)  調達価格が証明できる電力会社から発行される書類や明細書
(5)  弊社による太陽光発電システムシミュレーション結果（※2）
(6)  その他必要に応じて弊社が求める証憑書類または証拠書類等

補償金額の
算定期間について

補償金額の算定対象期間は、以下のとおりです。
　(1)初年度：補償開始日から翌3月31日
　(2)2年度目以降：毎年4月1日から翌3月31日までの1年間
　(3)最終年度：最終年度の4月1日から補償終了日まで
なお、10kW未満のシステムにおける初年度および最終年度の免責時間は、免責時間÷12 ヶ月×加入月（※3）数となります。
10kW以上、2MW未満のシステムにおける初年度および最終年度の太陽光発電システムシミュレーションにおける年間の
総発電量の10%は、弊社によるシミュレーションにおける、加入月( ※3)と同月の発電量の合計の10%となります。

算定依頼期間 補償算定依頼期間は、毎年、算定対象期間の翌日から1ヶ月間（4月1日から4月30日）とします。

）4※（）粋抜部一（外象対償補

• 本補償の既定事項に定められた以外の太陽光発電システム
• 売電収入の損失が、故障や不具合、修理、メンテナンス、保全、自然災害や盗難、公害などに起因する場合
• 他の方法で電力会社より金銭的な補てんがなされた場合
• ノンファーム型接続に対する出力抑制に起因する損失分　　　　他

XSOL 出力制御補償　補償内容


